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令和３年度富士見町教育委員会１０月定例会 議事録 

 

日 時  令和３年１０月１３日（水） 午前９時４０分～午前１１時４０分 

場 所  役場２階 教育長応接室 

出席者  教育長  矢島俊樹 

教育委員 小林俊一  鈴木清  伊藤成八  吉川満美  

子ども課長（小池美咲） 生涯学習課長（小林直志） 

総務学校教育係長（小林宏充） 

記録者（矢崎絵里香） 

 

１．開  会 

〈矢島教育長〉 

皆様お集まりいただきありがとうございます。令和３年１０月の定例教育委員会を

始めます。よろしくお願いします。 

２．議事日程の報告 

〈総務学校教育係長〉 

本日の議事日程は次第のとおりです。 

３．付議事項 

[１]議決事項 

（１）区域外就学に関する協議について → 承認 

 

[２]報告事項 

（１）富士見町多子世帯子育て支援補助金交付要綱について 

・要綱の名称だけで補助対象施設がわかるように題名を「富士見町認可外保育施設―」 

 に改正。 

・町から補助金を出しているが、補助金を積算する際に、認可外保育施設の保育料のう

ち給食費については補助対象外としていたが、３歳未満児については、町立保育園の

保育料には給食費が含まれているため、町立保育園と認可外保育施設の積算根拠が同

じになるよう、３歳未満児については給食費を含めて算出する改正。 

 

（２）教育長より 

①南諏校長会報告 

・新型コロナに対する今後の対応について（小学校運動会、中学校白鈴祭等） 

 運動会は台風の影響により、9/19（日）に延期。 

 白鈴祭はレベル５の対応まで準備して実施予定。 

修学旅行はレベル４ならば実施予定。 

・商工会企画イベントについて（オンライン工場見学、絵画・ポスターコンクール等） 

・英語 SEEDプログラムのプレゼンテーションと推進について 

・Wi-Fiルーター貸出の準備ができたので、10月より chromebookの持ち帰りを始める。 

・10/7に富士見小にて、上越教育大学から河野先生をお招きし、ICT活用の授業公開と 

 講演会を行う。 

・西伊豆町との交流は、冬のスキー交流は実施予定で準備を進めている。 

・富士見中大規模改修にかかわり、キュービクル設置のため 11月 22日（月）を学校計
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画休業にする。 

 

②長野県市町村教委連研修総会報告 

・飯山市、木島平村、長和町、安曇野市、南箕輪村より実践発表があり、それぞれの事 

 業や取組みが大変参考になった。 

 

（２）子ども課より〈小池子ども課長〉 

①来年度の重点政策について 

【方針書に基づき説明】 

 ①教育大綱の着実な推進 ②「子育て世代包括支援センター」と「子ども家庭総合支

援拠点」との連携 ③「主体的、対話的で深い学び」の推進（授業改善を継続） ④

安全・安心な施設の運営 ⑤避難所開設の備え、職員の危機管理意識を醸成 

・授業改善指導（外部講師）を継続し、教育効果を検証。 

・GIGAスクール構想の実現（ICTを融合させた多様な学びの実践） 

・外国語教育の充実（SEEDプログラムの定着） 

・中学校の大規模改修（来年度 2/5年目） 

 

②信州やまほいく認証取得について「境保育園」 

・境保育園が県の信州型自然保育認定園として認定された。県の基準に沿って申請。 

 認定期間は令和３年１０月１日から５年間。普及型。来年は残り４園全園で認定を  

 取りたいと考えている。 

 自然保育に関心のある町外の子育て家庭へ PRしていく。移住の政策としても PRする。 

 

③通学路における合同点検の実施について 

・例年５月に通学路点検は実施しているが、千葉県の交通事故を受けて再度、9/16に 

 緊急合同点検を実施した。危険箇所の確認、報告、改善の要望を行った。 

 

④園長会報告 

・ふじみモノコト探偵団の小古間さんによる園児の石鹸作り体験が行われた。 

 11月にもあと２園で実施。 

・ヤマト運輸株式会社との地域活性化包括連携協定打合せについて 

 保育園は交通安全教室をそれぞれの園で相談して行っていただくという形でお願い 

 する。 

 

⑤事業進捗状況 

・富士見中大規模改修事業はバルクが設置され、試運転を行った。今シーズン冬から使

えるよう調整中。 

・地区公民館を活用した子どもの居場所づくり事業は、６月から御射山神戸公民館が使

えることになったので、利用者増。 

・商工会（富士見・原）による企業のオンライン工場見学を小中学校児童生徒向けに行

っていただけることになり、各学校へ周知・希望意向確認。 
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（３）生涯学習課より〈小林生涯学習課長〉 

①来年度の重点政策について 

【方針書に基づき説明】 

・井戸尻縄文文化のブランド化（他の博物館にはない差別化を図る。） 

・男女共同参画の社会づくり推進事業（令和５年度からの実施に向け、男女共同参画計

画の策定を行う。） 

・生涯学習環境の整備（開館以来 27 年が経過したコミュニティ・プラザの経年劣化等

で改修、修繕等が必要な箇所を計画的に実施。来年度、主には図書館カーペット、床

の貼り替え。） 

・体育施設の整備事業（町民センター等、傷みが激しい箇所や危険箇所の補修や整備、 

 B＆Gのプールを壊していきたい方向。） 

・遺跡の発掘調査報告書作成及び町内遺跡発掘（九兵衛尾根遺跡、机原遺跡報告書作成

作業、落合小の岩本記念館にあるものを少しずつ、高原のミュージアムへ移し、展示

して多くの人に見てもらいたい。） 

 

②諸事業について 

・９月のロビー展示は、我が家の宝物写真展を実施。 

・町図書館は町外（県外）の方の来館者が先月１００名を超えた。 

 

 

［３］検討事項 

(1)住民懇談会プレゼン（教育長） 

 

［４］その他 

〈総務学校教育係長〉 

(1)１０月～１２月行事予定  

 

 

 

 

 

＊次回定例教育委員会 １１月１１日（木）午前９時４０分から  

教育長応接室にて 

 

 

 

                           終了 午前１１時４０分 

 

 

 

 

 

 


